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包
括
的
・
先
進
的
環
太
平
洋
パ
ー
ト
ナ
ー

シ
ッ
プ
（
Ｃ
Ｐ
Ｔ
Ｐ
Ｐ
）
協
定
は
、
英
中
台

か
ら
相
次
い
で
加
盟
申
請
を
受
け
、
今
後
の

対
応
が
注
目
さ
れ
る
。
ま
た
、
東
ア
ジ
ア
の

地
域
的
な
包
括
的
経
済
連
携
（
Ｒ
Ｃ
Ｅ
Ｐ
）

協
定
も
二
〇
二
二
年
一
月
に
発
効
す
る
こ
と

が
確
実
と
な
り
、
ア
ジ
ア
で
新
た
な
メ
ガ
自

由
貿
易
協
定
（
Ｆ
Ｔ
Ａ
）
が
動
き
出
す
。
い

ま
や
経
済
統
合
は
、
非
伝
統
的
な
安
全
保
障

と
い
う
側
面
を
持
ち
、
各
国
に
と
っ
て
高
度

な
外
交
戦
略
の
一
環
で
も
あ
る
。

　

こ
の
よ
う
な
関
心
か
ら
、
地
政
学
的
な
視

点
で
日
本
、
東
南
ア
ジ
ア
、
オ
セ
ア
ニ
ア
、

南
太
平
洋
島
嶼
国
、
台
湾
を
も
含
む
ア
ジ
ア

太
平
洋
地
域
を
対
象
と
し
た
新
た
な
地
域
機

構
「
西
太
平
洋
連
合
（
Ｗ
Ｐ
Ｕ
）」
を
提
案

し
た
の
が
①
で
あ
る
。
Ｗ
Ｐ
Ｕ
は
形
成
途
上

の
概
念
で
は
あ
る
が
、「
自
由
で
開
か
れ
た

いまを読む5冊

③岐路に立つアジア経済
　 ――米中対立とコロナ禍への対応
　石川幸一、馬田啓一、清水一史・編著
 　 文眞堂、2021 年

①西太平洋連合のすすめ
    ――日本の「新しい地政学」
　　北岡伸一・編
　 東洋経済新報社、2021 年

②「一帯一路」時代のASEAN
　　――中国傾斜のなかで分裂・分断に向かうのか

④チャイナ・ショックの経済学
　　――米中貿易戦争の検証　
    大橋英夫・著
　 勁草書房、2020 年

⑤ASEANの多国籍企業
    ――増大する国際プレゼンス
    牛山隆一・著
　 文眞堂、2018 年

︻
評
者
︼

専
修
大
学
教
授

池
部 

亮

　金子芳樹／山田満／吉野文雄・編著
　 明石書店、2020 年
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イ
ン
ド
太
平
洋
」
で
掲
げ
ら
れ
た
諸
理
念
を

基
礎
に
、
特
定
国
を
敵
視
せ
ず
、
軍
事
同
盟

的
な
色
彩
も
持
た
な
い
地
域
機
構
と
し
て
構

想
さ
れ
て
い
る
。
ア
メ
リ
カ
と
中
国
と
い
う

超
大
国
が
含
ま
れ
な
い
こ
と
も
、
重
要
な
特

徴
で
あ
ろ
う
。
こ
の
よ
う
な
構
想
に
対
し
て

関
係
各
国
・
地
域
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
経
済
、

政
治
、
外
交
の
来
歴
を
踏
ま
え
、
ど
の
よ
う

に
対
応
す
る
か
。
そ
の
よ
う
な
シ
ミ
ュ
レ
ー

シ
ョ
ン
を
通
じ
て
、国
際
政
治
だ
け
で
な
く
、

各
国
事
情
を
よ
り
深
く
学
ぶ
機
会
に
な
る
。

　

②
は
、
従
来
の
覇
権
国
と
異
な
る
価
値
観

を
も
っ
て
急
速
に
台
頭
し
て
き
た
中
国
に
、

東
南
ア
ジ
ア
諸
国
連
合
（
Ａ
Ｓ
Ｅ
Ａ
Ｎ
）
や

各
国
が
ど
の
よ
う
に
向
き
合
っ
て
い
る
の
か

を
考
察
し
て
い
る
。
中
国
が
「
一
帯
一
路
」

構
想
を
掲
げ
、
米
国
で
は
ト
ラ
ン
プ
政
権
が

誕
生
し
て
以
降
の
米
中
対
立
の
顕
在
化
を
踏

ま
え
た
論
考
で
あ
る
。
編
者
は
Ａ
Ｓ
Ｅ
Ａ
Ｎ

の
中
国
傾
斜
と
そ
れ
に
よ
る
分
裂
・
分
断
は

「
Ａ
Ｓ
Ｅ
Ａ
Ｎ
の
中
心
性
」
喪
失
を
も
た
ら

す
可
能
性
が
あ
る
と
警
鐘
を
鳴
ら
し
、
Ａ
Ｓ

Ｅ
Ａ
Ｎ
が
追
い
求
め
て
き
た
地
域
統
合
と
自

律
的
発
展
は
厳
し
い
局
面
に
立
た
さ
れ
て
い

る
と
し
て
い
る
。

　

③
は
、米
中
対
立
に
翻
弄
さ
れ
る
ア
ジ
ア
、

コ
ロ
ナ
感
染
症
拡
大
の
影
響
、
ア
ジ
ア
の
経

済
統
合
の
行
方
な
ど
、
最
新
時
点
の
世
界
情

勢
を
踏
ま
え
、
ア
ジ
ア
経
済
を
検
証
し
て
い

る
。
中
で
も
「
ニ
ュ
ー
ノ
ー
マ
ル
（
新
常
態
）

へ
の
模
索
」
と
さ
れ
た
第
四
部
は
、
コ
ロ
ナ

禍
後
の
中
国
の
発
展
戦
略
、
デ
ジ
タ
ル
人
民

元
の
影
響
、
サ
プ
ラ
イ
チ
ェ
ー
ン
と
経
済
安

全
保
障
、
コ
ロ
ナ
シ
ョ
ッ
ク
で
加
速
す
る
デ

ジ
タ
ル
経
済
化
に
関
す
る
論
考
か
ら
構
成
さ

れ
、
今
後
の
ア
ジ
ア
経
済
を
展
望
す
る
う
え

で
興
味
深
い
。

　

④
は
、
四
半
世
紀
に
も
お
よ
ぶ
米
中
関
係

を
研
究
対
象
と
し
て
き
た
著
者
に
よ
る
論
考

で
あ
る
。
米
中
関
係
は
安
全
保
障
と
経
済
が

複
雑
に
交
錯
し
て
お
り
、
包
括
的
に
取
り
扱

う
必
要
が
あ
る
と
し
て
い
る
。
そ
の
点
、
本

書
は
両
国
経
済
関
係
の
構
図
、
ト
ラ
ン
プ
政

権
の
衝
撃
、
米
中
貿
易
不
均
衡
の
構
造
化
、

米
中
投
資
摩
擦
の
顕
在
化
、
対
中
制
裁
措
置

の
展
開
な
ど
、
政
治
・
経
済
・
外
交
を
網
羅

し
つ
つ
、
対
立
の
側
面
を
さ
ま
ざ
ま
な
角
度

か
ら
丁
寧
に
解
説
し
て
い
る
。

　

さ
て
、
貿
易
が
活
発
化
す
る
と
投
資
も
活

気
づ
く
。
経
済
統
合
を
深
化
さ
せ
、
資
本
移

動
の
流
動
性
が
高
ま
る
Ａ
Ｓ
Ｅ
Ａ
Ｎ
の
企
業

動
向
を
追
っ
た
も
の
が
⑤
で
あ
る
。
Ａ
Ｓ
Ｅ

Ａ
Ｎ
企
業
九
〇
社
以
上
を
取
り
上
げ
、
統
計

や
事
例
研
究
に
よ
っ
て
、
多
国
籍
化
が
進
む

元
気
な
Ａ
Ｓ
Ｅ
Ａ
Ｎ
地
域
の
企
業
を
浮
き
彫

り
に
す
る
。
外
食
産
業
、
医
療
、
商
社
、
小

売
り
な
ど
の
分
野
で
世
界
有
数
の
規
模
に
成

長
し
た
企
業
も
出
て
き
た
と
い
う
。
著
者
は

日
本
企
業
の
協
業
相
手
と
し
て
の
Ａ
Ｓ
Ｅ
Ａ

Ｎ
企
業
の
重
要
性
を
指
摘
す
る
。
新
し
い
日

Ａ
Ｓ
Ｅ
Ａ
Ｎ
の
連
携
が
Ｒ
Ｃ
Ｅ
Ｐ
な
ど
経
済

統
合
で
生
ま
れ
る
巨
大
市
場
で
の
商
機
獲
得

の
一
つ
の
手
段
と
な
り
そ
う
だ
。
●
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ア
フ
ガ
ニ
ス
タ
ン
に
お
け
る
タ
リ
バ
ン
の

復
権
と
米
軍
の
撤
退
に
伴
い
、
二
〇
年
に
わ

た
っ
て
国
際
社
会
が
多
く
の
資
源
を
費
や
し

て
き
た
国
家
建
設
や
平
和
構
築
の
成
果
に
対

す
る
厳
し
い
論
調
が
多
く
な
っ
た
。
評
者
の

目
を
引
い
た
の
は
、
あ
る
識
者
の
次
の
コ
メ

ン
ト
で
あ
っ
た
。「
ア
フ
ガ
ニ
ス
タ
ン
復
興

で
テ
ロ
の
源
泉
と
な
る
過
激
主
義
を
抑
え
る

こ
と
を
目
的
と
し
た
民
主
化
、
教
育
普
及
と

い
っ
た
国
家
建
設
は
そ
も
そ
も
『
漢
方
薬
』

の
よ
う
な
も
の
で
あ
り
、
効
き
目
が
な
い
の

は
か
な
り
前
に
わ
か
っ
て
い
た
」。

　

果
た
し
て
本
当
に
そ
う
だ
っ
た
の
だ
ろ
う

か
。
米
軍
撤
退
は
「
テ
ロ
対
策
と
し
て
の
国

家
建
設
」
と
い
う
合
意
を
揺
る
が
し
、
タ
リ

バ
ン
の
復
権
は
９
・
11
前
の
元
の
状
態
に
逆

戻
り
し
て
し
ま
っ
た
こ
と
を
意
味
す
る
の
で

あ
ろ
う
か
。
国
家
建
設
や
平
和
構
築
に
厳
し

いまを読む5冊

③ハイブリッドな国家建設
　 ――自由主義と現地重視の狭間で
　藤重博美、上杉勇司、古澤嘉朗・著
　 ナカニシヤ出版、2019 年

①内戦と和平
    ――現代戦争をどう終わらせるか
　　東大作・著
　 中公新書、2020 年

②Hybrid Peacebuilding in Asia
　Yuji Uesugi・編
　 Palgrave Pivot, 2020

④平和構築を支援する 
　 ――ミンダナオ紛争と和平への道　　　谷口美代子・著
　名古屋大学出版会、2020 年

⑤パートナーシップ国際平和活動
    ――変動する国際社会と紛争解決
    篠田英朗・著
　 勁草書房、2021 年

︻
評
者
︼

関
西
外
国
語
大
学
准
教
授

長
谷
川
晋　
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い
目
が
向
け
ら
れ
て
い
る
今
こ
そ
、
改
め
て

こ
れ
ら
の
活
動
の
意
義
と
課
題
を
考
え
る
必

要
が
あ
る
。

　

①
は
、
多
く
の
紛
争
国
で
実
務
や
調
査
の

経
験
を
持
つ
著
者
が
、
こ
れ
ま
で
の
国
際
平

和
活
動
を
ふ
り
返
り
、
紛
争
前
・
紛
争
中
・

紛
争
後
の
全
て
に
関
わ
る
「
和
平
調
停
」
の

意
義
と
難
し
さ
を
論
じ
て
い
る
。
著
者
の
主

張
の
核
は
、
特
定
の
民
族
や
部
族
や
政
治
勢

力
を
排
除
し
な
い
「
包
摂
性
」
の
重
要
性
で

あ
る
。
ア
フ
ガ
ニ
ス
タ
ン
で
タ
リ
バ
ン
の
包

摂
の
仕
方
に
問
題
が
あ
っ
た
こ
と
は
明
ら
か

で
あ
り
、個
々
の
紛
争
に
お
い
て
改
め
て「
包

摂
性
」
が
具
体
的
に
何
を
意
味
す
る
の
か
を

考
え
な
く
て
は
な
ら
な
い
。

　

包
摂
性
の
観
点
か
ら
示
唆
に
富
む
の
が
②

で
あ
る
。
紛
争
予
防
や
和
平
交
渉
で
焦
点
が

当
た
る
当
該
紛
争
地
域
の
政
治
・
軍
事
・
宗

教
指
導
者
（
上
層
）
と
、
和
解
・
復
興
の
成

果
を
草
の
根
レ
ベ
ル
か
ら
積
み
上
げ
て
い
く

活
動
が
焦
点
を
当
て
る
地
域
住
民
の
コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
（
下
層
）
を
つ
な
ぐ
中
間
層
の
リ
ー

ダ
ー
に
本
書
は
着
目
す
る
。
こ
れ
ま
で
の
取

り
組
み
は
こ
の
中
間
層
へ
の
働
き
か
け
が
不

十
分
で
あ
っ
た
と
い
う
問
題
意
識
を
、
ア
ジ

ア
の
紛
争
を
事
例
に
し
て
提
示
し
て
い
る
。

　

③
は
、
現
地
固
有
の
慣
習
や
価
値
観
へ
の

配
慮
を
欠
い
た
ま
ま
拙
速
に
民
主
化
と
市
場

経
済
化
を
推
進
し
た
と
批
判
さ
れ
た
「
自
由

主
義
的
国
家
建
設
」
と
、
そ
の
反
動
と
し
て

生
じ
た
過
度
な
現
地
重
視
の
姿
勢
が
紛
争
要

因
で
あ
る
現
地
権
力
者
の
既
得
権
益
を
か

え
っ
て
温
存
し
て
し
ま
っ
た
と
の
批
判
を
ど

う
橋
渡
し
で
き
る
か
、
ま
さ
に
ハ
イ
ブ
リ
ッ

ド
な
国
家
建
設
の
あ
り
方
を
問
題
提
起
す

る
。
国
家
建
設
の
挫
折
と
教
訓
を
理
解
す
る

た
め
の
重
要
な
文
献
だ
。

　

④
は
、
現
地
に
適
合
し
な
い
リ
ベ
ラ
ル
な

平
和
構
築
に
代
わ
る
新
た
な
分
析
枠
組
の
提

示
を
目
指
し
た
、
邦
語
初
の
ミ
ン
ダ
ナ
オ
紛

争
に
つ
い
て
の
本
格
的
な
研
究
書
で
あ
る
。

氏
族
（
ク
ラ
ン
）
が
実
質
的
に
支
配
す
る
ミ

ン
ダ
ナ
オ
社
会
に
近
代
国
家
の
統
治
形
態
を

適
用
し
て
も
機
能
せ
ず
、
ま
た
自
由
主
義
と

現
地
社
会
の
「
ハ
イ
ブ
リ
ッ
ド
型
平
和
」
も
、

現
地
社
会
が
外
部
支
援
を
受
容
す
る
こ
と
を

前
提
に
し
て
い
る
点
で
限
界
が
あ
る
と
、
批

判
的
に
論
じ
て
い
る
。

　

⑤
は
、
二
〇
一
〇
年
代
以
降
に
確
立
さ
れ

た
国
際
平
和
活
動
に
お
け
る
「
パ
ー
ト
ナ
ー

シ
ッ
プ
」
と
い
う
概
念
に
着
目
し
、
国
連

と
（
準
）
地
域
機
関
と
の
間
の
協
力
関
係
が

国
際
平
和
活
動
の
主
流
形
態
と
な
っ
て
き
た

歴
史
的
な
背
景
を
説
明
し
て
い
る
。
自
由
民

主
主
義
的
な
価
値
規
範
に
基
づ
く
こ
の
活
動

が
、
多
く
の
ジ
レ
ン
マ
に
直
面
し
つ
つ
も
、

規
範
と
安
全
保
障
体
制
の
「
地
域
的
偏
差
」

が
存
在
す
る
世
界
の
現
実
に
柔
軟
に
対
処
す

る
た
め
の
最
も
妥
当
な
ア
プ
ロ
ー
チ
だ
と
結

論
づ
け
る
。
権
威
主
義
的
な
中
国
の
二
国
間

支
援
の
影
響
力
が
増
大
す
る
中
で
、
本
書
は

紛
争
国
の
実
態
に
即
し
た
国
際
平
和
活
動
の

あ
り
方
を
考
え
る
た
め
の
縁よ

す
がと

な
る
。
●




